
一般社団法人尾道青年会議所 http://www.ojc.or.jp/　〒722-0035 尾道市土堂2-10-3  尾道商工会議所ビル3F
TEL：0848-20-1110　FAX：0848-20-1112　E-mail：ojc@urban.ne.jp　Facebook：http://www.facebook.com/isojcnow

２月号
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コンビニの冬限定商品を配達帰りに買うのが密かな楽しみの吉田です。
ローソンが販売所の近くにあるので、つい毎日立ち寄ってしまいます。
ナチュラルローソンの新商品のいちごサンドが気になっていますが近く
にないのが残念です。今年は理事明けの年となりますが、村橋委員長の
負担を減らせるように、総務広報委員会のメンバーとして盛り上げてい
けるように頑張ります。すでに、ＪＣライフを始め、委員長が細かく拘
るので大雑把な私は大変です。真面目さと遊び心を持ち合わせた前向き
な委員長に一生懸命ついて行きたいと思います！    　（記事：吉田 嵩正）

２０２２年度

副理事長・専務理事あいさつ

65周年特別室

　65周年特別室実行委員長の𠮷田です。当室は
65周年実行特別委員会と総務広報委員会となっ

ております。今年は尾道ＪＣ65周年ということで今岡理事長が掲げ
る「守・破・離」のもと、現役メンバー一丸となり最高の一年になるよ
う精進してまいります。コロナ禍で明日を見据えることすら困難な
時代ではありますが、そのような時代でも青年会議所という団体は
常に前を見据えて、人やまちに明かり・希望・感動を届けなければな
りません。そして７０年８０年さらにはその先まで存続し続ける尾道
JCを創って行きたいと思います。OB特別会員の皆様方には今年も
変わらぬ温かいご指導をよろしくお願い致します。

◆テーマ　　　　　「想 い」
実行委員長 𠮷田 雄太 地域創造室

　本年度、地域創造室 副理事長を仰せつかりました
歌　一行と申します。
　この先の環境がどのように変化していくのか不透

明ではありますが、どのような環境下においても尾道青年会議所の活
動が尾道のまちに対して求められているのか、地域創造室を預かる身
としてしっかりと自分自身に意義を問い続けたいと思います。
　そのためには、先ずはどこにも負けない尾道の魅力について確固た
る誇りを持つこと、またそれを尾道のまちに暮らす市民の皆さんにも
感じていただけるような活動を展開していくことだと思います。
　『共創まちづくり委員会』では尾道の伝統・文化に触れ、絶やすこと
なく継承すること、『まちの未来創造委員会』ではコロナを経た後で
も、魅力にあふれ輝き続ける尾道の未来を創りあげること。この両輪
でまちに活気を与えたいと思います。一年間、どうぞ宜しくお願い致し
ます。

◆テーマ　　　　「意義を問う」
副理事長 歌 一行

人財育成室

　本年度、人財育成室 副理事長を仰せつかりまし
た、高橋建太と申します。
　副理事長所信のテーマを「熱意」とさせていただき

ました。どのような素晴らしい事業を展開していても熱意の無い活動
には誰も賛同してくれません。他者や地域に認めてもらうためには、熱
い想いや高い志を持って行動することが重要です。
　創立65周年という節目の年において今岡理事長の掲げる「守 破  
離」を具現化すべく青少年育成委員会と会員拡大委員会の両委員会
で熱意を持って行動し、賛同者を増やしながら事業を展開してまいり
ます。両委員会とも熱い想いに満ち溢れたメンバーとなっております
ので一年間、どうぞ宜しくお願い致します。

◆テーマ　　　　　「熱 意」
副理事長 高橋 建太

　2022年度、専務理事を仰せつかりました大西貴
明と申します。
　2022年度をスタートするにあたりOB・特別会員

の皆様方には多くのご支援頂いたこと大変感謝いたします。また今後
も何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　本年度は尾道青年会議所創立65周年という節目の年になります。
先輩たちが作り上げてきた歴史や活動を振り返り、新たな価値を見出
し、今岡理事長の掲げるテーマ「守　破　離」～郷土の誇りを未来へ～
を下に会で一致団結し尾道を盛り上げるべく活動して参ります。
　先行き不透明な少し塞ぎがちなこんな時だからこそ、どこの委員会
よりも楽しく明るい事務局を目指していきます。一年間どうぞよろしく
お願い申し上げます。

◆テーマ　　　　　「信 頼」
専務理事 大西 貴明　
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新年例会 ～夜明け～Here Comes The Sun

　新型コロナウイルス第６波の影響により、新年例会が中止となったため、１月28日（金）に、感染症
対策を十分に行い、今岡新理事長の挨拶をリアルタイム配信にて行いました。
　また、新入会員の皆様の紹介動画も併せて配信し、新しい仲間を皆様にご紹介いたしました。
　残念ながら新年例会は中止となってしまいましたが、皆様のご協力のおかげでこの場をお借りして新年
例会でお伝えしたかったことをご紹介させていただけることとなりました。
　このような困難な状況でも新理事長の想いを共有し、会として一丸となり1年間前を向いて活動してま
いります。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（65周年実行特別委員会 副実行委員長　加藤 雅崇）

卒業予定者紹介卒業予定者紹介

２年間という短いJCライフも、残り一年と
なりました。
楽しく真摯に、よい一年だったと言って終
われるよう活動していきたいと思っており
ます。

馬 原  美 晴 入会：2020年

ラストイヤー！
楽しんでやっていきたいです！

岩 井  達 也 入会：2017年

一昨年ブロックの委員長として出向し、
今年はLOMの委員長でラストイヤーを迎え
ます。
最後まで全力で走り抜けます！

村 橋  　聡 入会：2017年

みなさまとの出会いと繋がりにただただ感
謝。
最後の年、楽しく頑張ります。

内 海  洋 平 入会：2016年

事業に思うように出られず迷惑をかけてば
かりでしたが、
どんなときも笑顔で迎えてくれた仲間に感
謝しかないです。
皆さんありがとう！

横 山  大二郎 入会：2016年

【感謝】尾道JCで頂いた多くのご縁に感謝！
【素直】JC活動を通じた学びを素直に吸収
し、これからも成長していきます！
【継続】最後まで、JCライフを全力でやり
遂げます！

岡 田  貴 臣 入会：2015年

残りの一年、微力ではありますが、JCで学
んだことを出し切って卒業を迎えたいと
思っております。
皆様、最後までご指導の程宜しくお願い致
します。

島 田  昌 広 入会：2015年

最後の1年となりますので、時間を作って
参加していきたいと思います。
そして、楽しく頑張っていきたいと思いま
す。

中 本  悠 哉 入会：2015年

入会以来、たくさんのご縁をいただきまし
た。
最後の年は、それを皆様に返せるように頑
張ります。
一年間どうぞよろしくお願い致します。

大 本  　誠 入会：2014年

皆さまに支えていただき、ここまで来るこ
とができました。感謝！
JCライフも残すところ、あと一年楽しみな
がら、皆様から頂いた御恩を少しでも返し
ていきます！
宜しくお願い致します。

川 崎  耕 平 入会：2012年

2011年の入会以来、多くの先輩方、同
期、後輩に恵まれました。
「よしやろう！」の一言で実行してしまう
先輩の行動力に圧倒され、同期に励まされ
刺激を受け、後輩の優しさに触れ、感謝の
気持ちでいっぱいです。
最終年、覚悟を持って臨みますので皆様ご
協力を宜しくお願いいたします！！

今 岡  正 英 入会：2011年

こんな私も卒業年を迎えることができまし
た。
13年間、大変お世話になりました。最後の
奉公！
楽しくやっていきます。

安楽城  大 作 入会：2009年

あと一年
頑張っていきます。
宜しくお願いします！

岡 本  正 也 入会：2005年

岡 村  虹 二 黒 瀬  義 隆 中 原  元 気

福 本  真 也 南　　尚　幸 向 井  豪 佑

おかむら こうじ くろせ よしたか なかはら げんき

むかい ごうすけみなみ なおゆきふくもと しんや

monofu勤務先 備後海運株式会社勤務先 株式会社ユグドラシル勤務先

株式会社ボックス勤務先 株式会社Tera First勤務先 向井興業有限会社勤務先

新
入
会
員
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介

理事長
挨拶動画
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コンビニの冬限定商品を配達帰りに買うのが密かな楽しみの吉田です。
ローソンが販売所の近くにあるので、つい毎日立ち寄ってしまいます。
ナチュラルローソンの新商品のいちごサンドが気になっていますが近く
にないのが残念です。今年は理事明けの年となりますが、村橋委員長の
負担を減らせるように、総務広報委員会のメンバーとして盛り上げてい
けるように頑張ります。すでに、ＪＣライフを始め、委員長が細かく拘
るので大雑把な私は大変です。真面目さと遊び心を持ち合わせた前向き
な委員長に一生懸命ついて行きたいと思います！    　（記事：吉田 嵩正）

２０２２年度

副理事長・専務理事あいさつ

65周年特別室

　65周年特別室実行委員長の𠮷田です。当室は
65周年実行特別委員会と総務広報委員会となっ

ております。今年は尾道ＪＣ65周年ということで今岡理事長が掲げ
る「守・破・離」のもと、現役メンバー一丸となり最高の一年になるよ
う精進してまいります。コロナ禍で明日を見据えることすら困難な
時代ではありますが、そのような時代でも青年会議所という団体は
常に前を見据えて、人やまちに明かり・希望・感動を届けなければな
りません。そして７０年８０年さらにはその先まで存続し続ける尾道
JCを創って行きたいと思います。OB特別会員の皆様方には今年も
変わらぬ温かいご指導をよろしくお願い致します。

◆テーマ　　　　　「想 い」
実行委員長 𠮷田 雄太 地域創造室

　本年度、地域創造室 副理事長を仰せつかりました
歌　一行と申します。
　この先の環境がどのように変化していくのか不透

明ではありますが、どのような環境下においても尾道青年会議所の活
動が尾道のまちに対して求められているのか、地域創造室を預かる身
としてしっかりと自分自身に意義を問い続けたいと思います。
　そのためには、先ずはどこにも負けない尾道の魅力について確固た
る誇りを持つこと、またそれを尾道のまちに暮らす市民の皆さんにも
感じていただけるような活動を展開していくことだと思います。
　『共創まちづくり委員会』では尾道の伝統・文化に触れ、絶やすこと
なく継承すること、『まちの未来創造委員会』ではコロナを経た後で
も、魅力にあふれ輝き続ける尾道の未来を創りあげること。この両輪
でまちに活気を与えたいと思います。一年間、どうぞ宜しくお願い致し
ます。

◆テーマ　　　　「意義を問う」
副理事長 歌 一行

人財育成室

　本年度、人財育成室 副理事長を仰せつかりまし
た、高橋建太と申します。
　副理事長所信のテーマを「熱意」とさせていただき

ました。どのような素晴らしい事業を展開していても熱意の無い活動
には誰も賛同してくれません。他者や地域に認めてもらうためには、熱
い想いや高い志を持って行動することが重要です。
　創立65周年という節目の年において今岡理事長の掲げる「守 破  
離」を具現化すべく青少年育成委員会と会員拡大委員会の両委員会
で熱意を持って行動し、賛同者を増やしながら事業を展開してまいり
ます。両委員会とも熱い想いに満ち溢れたメンバーとなっております
ので一年間、どうぞ宜しくお願い致します。

◆テーマ　　　　　「熱 意」
副理事長 高橋 建太

　2022年度、専務理事を仰せつかりました大西貴
明と申します。
　2022年度をスタートするにあたりOB・特別会員

の皆様方には多くのご支援頂いたこと大変感謝いたします。また今後
も何卒ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。
　本年度は尾道青年会議所創立65周年という節目の年になります。
先輩たちが作り上げてきた歴史や活動を振り返り、新たな価値を見出
し、今岡理事長の掲げるテーマ「守　破　離」～郷土の誇りを未来へ～
を下に会で一致団結し尾道を盛り上げるべく活動して参ります。
　先行き不透明な少し塞ぎがちなこんな時だからこそ、どこの委員会
よりも楽しく明るい事務局を目指していきます。一年間どうぞよろしく
お願い申し上げます。

◆テーマ　　　　　「信 頼」
専務理事 大西 貴明　

１
月
８
日
（
土
）
広
島
市
の
上
田
流
和
風
堂

に
て
「
和
風
堂
初
釜
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
上
田
宗
箇
流
の
初
釜
は
広
島
藩
の
家
老
で

あ
っ
た
、
上
田
宗
箇
が
始
め
た
茶
の
湯
の
流
派

で
新
年
を
祝
い
１
年
の
無
病
息
災
を
祈
る
も
の

で
す
。

　
県
内
12
Ｌ
Ｏ
Ｍ
の
理
事
長
、
広
島
ブ

ロ
ッ
ク
役
員
団
が
一
堂
に
会
し
、
感
染

症
対
策
を
十
分
に
行
っ
た
う
え
で
濃

茶
、
梅
干
し
や
黒
豆
、
山
椒
を
入
れ
た
薄
茶
の
大
福
茶
の
お
も
て
な

し
を
受
け
ま
し
た
。

　
そ
の
後
別
室
で
の
祝
膳
の
席
で
県
内
L
O
M
の
理
事
長
や
役
員
の

方
々
と
意
見
交
換
が
行
わ
れ
大
変
有
意
義
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

（
記
事
：
藤
田 

祐
輔
）

　
１
月
29
日
（
土
）
T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
広
島

駅
前
大
橋
に
て
広
島
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
新
春
会
議
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
は
Z
o
o
m
で
の
配
信
と
な
り
ま
し
た
が
、

私
の
出
向
先
の
総
務
広
報
委
員
会
で
は
設
え
担
当
で

し
た
の
で
、
現
地
参
加
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

の
様
子
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　
受
付
で
は
、
体
温
測
定
や
抗
原
検
査
等
の
感
染
症

対
策
を
行
い
会
場
へ
入
る
と
、
新
春
会
議
な

ら
で
は
の
張
り
詰
め
た
空
気
が
あ
り
、
今
年

度
も
始
ま
っ
た
と
い
う
思
い
で
身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。

　
山
田
会
長
の
今
年
度
の
活
動
方
針
が
発
表
さ
れ
た
後
、
2
0
2
1

年
度
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
の
加
度
先
輩
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

L
O
M
紹
介
で
は
昨
年
度
の
活
動
報
告
を
行
い
最
後
に
今
岡
理
事
長

が
今
年
度
へ
の
想
い
を
語
り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
は
株
式

会
社
広
島
マ
ツ
ダ
代
表
取
締
役
会
長
兼
C
E
O
ま
た
広
島
青
年
会
議

所
第
59
代
理
事
長
の
松
田
哲
也
先
輩
の
熱
い
講
演
を
拝
聴
し
大
変
有

意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
記
事
：
大
池 

慎
三
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
６
波
の
影
響
に

よ
り
、
一
月
例
会
が
中
止
と
な
っ
た
た
め
、

１
月
24
日
（
月
）
浄
土
寺
に
て
感
染
症
対
策

を
十
分
に
行
い
、
バ
ッ
チ
授
与
及
び
各
種
表

彰
の
収
録
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
今
岡
理
事
長
・
安
楽
城
直
前
理
事

長
及
び
監
事
バ
ッ
ジ
授
与
式
が
厳
粛
な
雰
囲

気
の
中
で
行
わ
れ
、
続
い
て
満
期
退
会
者
表

彰
で
は
代
表
の
加
度
亮
平
先
輩
に
表
彰
状
及

び
記
念
品
の
授
与
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
卒
業
記
念
品
は
職
人
が
一
つ
一
つ

手
染
め
し
た
靴
ベ
ラ
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
に
卒
業

生
の
お
名
前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
刻
印
し
た
も

の
を
贈
呈
い
た

し
ま
し
た
。
末

永
く
ご
愛
用
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
ま
た
、
最
後
に
現
役
に
向
け
て
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
お
心
づ
け
を
頂
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
ご
卒

業
さ
れ
た
諸
先
輩
方
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
模
様
は
１
月
28
日
（
金
）
に
Z
o
o
m

を
利
用
し
て
新
年
例
会
で
行
わ
れ
る
予
定
で
し

た
今
岡
新
理
事
長
挨
拶
の
生
配
信
と
と
も

に
メ
ン
バ
ー
の
皆
様
に
配
信
い
た
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
総
務
広

報
委
員
会
の
初
仕
事
を
無
事
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　
　 

（
記
事
：
村
橋 

聡
）

バッチ
授
与
・
表
彰
式

バッチ
授
与
・
表
彰
式

初 釜
ブロック
  新春会議
ブロック
  新春会議
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